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お取り扱いは

　本
書
は
、
棟
持
柱
構
造
を
歴
史
的
な
建
造
物
の
祖
形
と
し
て
位
置

づ
け
《
棟
持
柱
祖
形
論
》
を
提
示
し
、
現
代
の
研
究
水
準
を
踏
ま
え

て
幅
広
く
実
証
的
に
論
じ
て
い
る
。

　こ
の
観
点
は
、
戦
前
か
ら
萌
芽
的
に
出
さ
れ
て
い
た
が
、
終
戦
を

境
に
し
て
、
そ
の
見
方
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。  

 《
棟
持
柱
祖
形
論
》
は
日
本
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ア
ジ
ア
や
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
も
み
ら
れ
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
広
が
る
論
点
で
あ
る
。
こ
の

論
点
を
今
問
い
直
す
こ
と
は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
的
な
拡
が
り
に
て
木
造

建
築
の
原
形
と
伝
播
と
変
容
を
論
じ
る
上
で
の
土
台
と
な
る
。

　本
書
で
は
、
研
究
史
の
動
向
を
凝
視
す
る
と
同
時
に
建
築
遺
構
を

　
　
　
　
　
　
　
　中
心
と
し
つ
つ
、
発
掘
遺
構
な
ら
び
に
文
献
史

　
　
　
　
　
　
　
　料
を
渉
猟
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
モ
ノ
に
即
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　  《
棟
持
柱
祖
形
論
》
を
通
時
的
に
展
開
さ
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　こ
と
を
可
能
と
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　本
書
は
、
す
ぐ
れ
た
木
造
建
築
の
文
化
を
持

　
　
　
　
　
　
　
　つ
日
本
建
築
を
核
と
し
つ
つ
、
世
界
的
な
視
野

　
　
　
　
　
　
　
　の
な
か
で
、
木
造
建
築
の
原
形
・
伝
播
・
変
容

　
　
　
　
　
　
　
　を
捉
え
た
大
著
で
あ
る
。

土
本
俊
和

著

(

信
州
大
学
工
学
部
教
授
）



棟持柱構造は歴史的な木造建築の一典型であり、日本建築史を貫く代表的な形である。

この構造は伊勢や仁科神明宮といった神社建築だけでなく、様々な形をなして繰り返し姿を現

してきた。本書は棟持柱構造を歴史的な建造物の祖形として位置づけ、建築学に即した理論的

アプローチ、建築遺構と文献史料に即した建築史的アプローチ、フィールドに即した民家研究

的なアプローチにより、海外の木造建築を含む多角的観点と実証的な知見を提供する。
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